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１．使用済燃料乾式貯蔵施設設置工事の概要（１／６）

（１）工事概要

伊方発電所の使用済燃料の貯蔵裕度を確保する観点から、使用済燃料を乾式で貯蔵することができる使用済燃
料乾式貯蔵施設を設置する。

使用済燃料乾式貯蔵施設は、使用済燃料を輸送･貯蔵する機能を有する兼用キャスクである使用済燃料乾式貯
蔵容器（以下「乾式キャスク」という。）と乾式キャスクを保管する使用済燃料乾式貯蔵建屋等（以下「乾式貯蔵建屋等
」という。）からなり、令和２年９月１６日付け原規規発第2009168号にて発電用原子炉設置変更許可を受けている。

また、乾式貯蔵建屋等の設置工事と、発電用原子炉設置変更許可申請で許可を得ている乾式キャスク４５基のう
ち、当面の間伊方発電所の安定運転を継続するため必要となる１５基の設置工事について、令和３年７月７日付け原
規規発第2107076号にて設計及び工事計画認可（炉規法）を受けており、令和４年１月から使用前事業者検査を開
始する計画である。

使用済燃料乾式貯蔵建屋　鳥瞰図
（乾式キャスク１５基貯蔵の場合）

乾式キャスク概要図

乾式キャスク

（全体鳥瞰図）

（一部断面図）



（２）許認可対応経緯

１．使用済燃料乾式貯蔵施設設置工事の概要（２／６）
2

年度 ２０１８年度
(H30年度）

２０１９年度
(H31/R元年度）

２０２０年度
(R2年度）

２０２１年度
(R3年度）

発電用原子炉
設置変更許可

設計及び
工事計画認可

（以下「設工認」と
いう。）

▼ 5/25 申請
▼ 5/18 補正（１回目）

▼ 9/16 許可

▼ 1/8 申請

【発電用原子炉設置変更許可】
・平成３０年 ５月２５日 ３号炉の使用済燃料乾式貯蔵施設の設置に係る発電用原子炉設置変

更許可申請
・令和 ２年 ５月１８日 補正申請
・令和 ２年 ９月１６日 発電用原子炉設置変更許可

【設計及び工事計画認可】
・令和 ３年 １月 ８日 設計及び工事計画認可申請
・令和 ３年 ６月１０日 補正申請
・令和 ３年 ７月 ７日 設計及び工事計画認可

【その他】
・乾式キャスクは輸送・貯蔵兼用として設計しており、「核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則」第２１条

第２項の規定による輸送容器としての設計について、令和２年１１月３０日に原子力規制委員会の承認を受けている。
・電気事業法に基づく工事計画について、令和３年７月７日付けで工事計画認可を受け、令和３年６年１８日付けで工事計画届出を

実施している。

▼ 6/10 補正

▼ 7/7 認可
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１．使用済燃料乾式貯蔵施設設置工事の概要（３／６）

（３）使用済燃料乾式貯蔵施設の概要（1/4）

・兼用キャスク
２種類の寸法の使用済燃料を貯蔵するため、４つの安全機能（閉じ込め、臨界防止、遮蔽、除熱）を
有する専用の乾式キャスクを２種類製作し、貯蔵架台を介し、設置する。

概要図

名称 乾式キャスク（タイプ１） 乾式キャスク（タイプ２）

貯蔵する燃料 １，２号機用の燃料：１４×１４燃料 ３号機用の燃料：１７×１７燃料

容量（貯蔵する燃料の体数） ３２体 ２４体

個数 １４ １
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１．使用済燃料乾式貯蔵施設設置工事の概要（４／６）

（３）使用済燃料乾式貯蔵施設の概要（2/4）

・周辺施設（貯蔵建屋）
兼用キャスクの安全機能を維持するため、次の特徴を有する使用済燃料乾式貯蔵建屋を設置する。

分類 名称 特徴

貯蔵建屋 使用済燃料乾式貯蔵建屋

・自然現象等に対して、乾式キャスクの安全機能を損なうおそれがないように設計する。
・乾式キャスクからの線量を低減させる遮蔽機能を有する。
・乾式キャスクを４５基保管可能な規模とする。
・用途に応じた３エリア（貯蔵エリア、取扱エリア、ユーティリティエリア）を設ける。
・貯蔵エリアには、自然冷却を行うため、給気口及び排気口を有する。
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１．使用済燃料乾式貯蔵施設設置工事の概要（５／６）

（３）使用済燃料乾式貯蔵施設の概要（3/4）

・周辺施設（クレーン類）
兼用キャスクを使用済燃料乾式貯蔵建屋で取り扱うため、次のクレーン類を設ける。

（続き）

分類 名称 特徴

クレーン類

使用済燃料乾式貯蔵建屋天井クレーン
（以下「天井クレーン」という。）

・乾式キャスクを取扱エリアで取扱えること。

使用済燃料乾式貯蔵容器搬送台車
（以下「搬送台車」という。）

・乾式キャスクを取扱エリアから貯蔵エリアに運搬できること。

Ｂ’

Ｂ 搬送台車

天井クレーン

天井クレーン

搬送台車

平面図（EL.25.3m） 断面図（Ｂ－Ｂ’）

Ｂ Ｂ’
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１．使用済燃料乾式貯蔵施設設置工事の概要（６／６）

（３）使用済燃料乾式貯蔵施設の概要（4/4）

・周辺施設（計装設備）
兼用キャスクの安全機能が維持されていることを確認するため、次の計装設備を設ける。

（続き）

分類 名称 特徴

計装設備

使用済燃料乾式貯蔵容器蓋間圧力計 ・乾式キャスクの閉じ込め機能を確認できること。

使用済燃料乾式貯蔵容器表面温度計 ・乾式キャスクの除熱機能を確認できること。

使用済燃料乾式貯蔵建屋内雰囲気温度計 ・建屋が乾式キャスクの除熱機能を阻害していないことを確認できること。

データロガー

圧力検出器

使用済燃料乾式貯蔵容器蓋間圧力計

電線管

温度センサー

データロガー

使用済燃料乾式貯蔵容器表面温度計

拡大図

温度検出器

使用済燃料乾式貯蔵建屋内雰囲気温度計

使用済燃料
乾式貯蔵建屋

データロガー
拡大図
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本工事の工事及び検査の工程は下表のとおりであり、使用前事業者検査を開始する一月前の令和３年１２月に使用前
確認申請を行う予定である。

原子炉施設保安規定については、一部使用承認（#1）を受けるまでに適用できるよう、今後、変更認可申請を行う。

２．工事及び検査工程

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

１ロット目
（4基）

２ロット目
（4基）

３ロット目
（4基）

４ロット目
(3基)

注１ ：使用前事業者検査の方法
・構造、強度又は漏えいに係る検査（材料検査、寸法検査、建物・構築物構造検査、耐圧検査、漏えい検査　等）
・工事完了時の検査（機能・性能検査　等）
・基本設計方針検査
・品質マネジメントシステムに係る検査

注２ ：使用前事業者検査の方法
・構造、強度又は漏えいに係る検査（材料検査、寸法検査、耐圧検査、漏えい検査　等）
・主要な耐圧部の溶接部に係る検査
・工事完了時の検査（機能・性能検査　等）
・基本設計方針検査
・品質マネジメントシステムに係る検査

項目
年度

主要工程

乾式貯蔵建屋等

乾
式
キ
ャ

ス
ク
（

1
5
基
）

使用前確認申請（一部使用承認申請含む）
▽（R3.12）

使用前確認

設工認
一部使用承認

（#1）
▽

使用前確認証
▽

一部使用承認
（#2）

▽

一部使用承認
（#3）
▽

▽運用開始

使用済燃料貯蔵

▼申請 ▼認可

▽使用開始

▽使用開始

▽使用開始

▽使用開始

▽使用開始

乾式貯蔵建屋等設置工事
(使用前事業者検査を含む)注１

使用済燃料貯蔵

１ロット目設置工事
(使用前事業者検査を含む)注２

使用済燃料貯蔵

２ロット目設置工事
(使用前事業者検査を含む)注２

使用済燃料貯蔵

３ロット目設置工事
(使用前事業者検査を含む)注２

使用済燃料貯蔵

４ロット目設置工事
(使用前事業者検査を含む)注２

使用済燃料貯蔵

第一期工事

第二期工事

第三期工事

第四期工事

▽工事着工（R3.11）

▽使用前事業者検査（R4.1）
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３．使用前事業者検査の概要（１／３）

（１）使用前事業者検査（1/2）
本使用前事業者検査は、第一期工事から第四期工事にかけて計画している。

乾式キャスクの本体胴は、大型の鍛造品であり、材料を安定的に確保する必要があるため１５基を一括
で調達し、工場の製造能力等の観点から、年間４基程度を１つのロットとして乾式貯蔵建屋へ搬入する計
画である。

伊方発電所の安全性向上の観点から、出来るだけ早期に乾式キャスクの使用を開始することが望ましい
ため、設工認どおり、先行プラント同様に乾式キャスクの搬入単位ごとに、各設備の使用前事業者検査を
完了させた後、各期工事で一部使用の適用を受けて、順次使用を開始する計画としている。

第一期
工　事

第二期
工　事

第三期
工　事

第四期
工　事

発電所 その他

使用済燃料乾式貯蔵容器
(タイプ1)
（1,2,3号機共用）

○
（4基）

○
（4基）

○
（4基）

○
（2基）

○ ○

使用済燃料乾式貯蔵容器
(タイプ2)

○
（1基）

○ ○

使 用 済 燃 料 貯 蔵 用
容 器 の
密 封 性 を 監 視
す る 装 置

使用済燃料乾式貯蔵容器
蓋間圧力計

○
（4個）

○
（4個）

○
（4個）

○
（3個）

○

○
（4基分）

○
（4基分）

○
（4基分）

○
（3基分）

○

○ ○

注1：発電所は「伊方発電所」、その他は「伊方発電所以外の場所」とする。

注2：その他、品質マネジメントシステムに係る検査を実施する。

注3:使用済燃料乾式貯蔵容器の支持部

施設区分／設備区分／機器区分 名称
検査実施時期 検査場所注1

検査の方法注2

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

使 用 済 燃 料
貯 蔵 用 容 器

〇構造、強度又は漏えい
   に係る検査
〇主要な耐圧部の溶接部
   に係る検査
〇工事完了時の検査
〇基本設計方針検査貯蔵架台注３

基礎ボルト注３
基
本
設
計
方
針
に

記
載
の
設
備

使用済燃料乾式貯蔵建屋、
使用済燃料乾式貯蔵建屋天井クレーン、
使用済燃料乾式貯蔵容器搬送台車、
使用済燃料乾式貯蔵容器表面温度計、
使用済燃料乾式貯蔵建屋内雰囲気温度計  等


Sheet1

		施設区分／設備区分／機器区分 シセツクブン セツビクブン キキクブン						名称 メイショウ		検査実施時期 ケンサ ジッシ ジキ								検査場所注1 ケンサバショ				検査の方法注2 ケンサ ホウホウ チュウ

										第一期
工　事 ダイイチ キ コウ コト		第二期
工　事 ダイ ニ キ コウ コト		第三期
工　事 ダイ サン キ コウ コト		第四期
工　事 ダイ ヨン キ コウ コト		発電所 ハツデンショ		その他 ホカ

		核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 カクネンリョウブッシツ ト アツカ シセツ オヨ チョゾウシセツ		使用済燃料貯蔵設備 シヨウズ ネンリョウ チョゾウセツビ		使用済燃料
貯蔵用容器 シヨウズ ネンリョウ チョゾウ ヨウ ヨウキ		使用済燃料乾式貯蔵容器 (タイプ1)
（1,2,3号機共用）		○
（4基） キ		○
（4基） キ		○
（4基） キ		○
（2基） キ		○		○		〇構造、強度又は漏えい
   に係る検査
〇主要な耐圧部の溶接部
   に係る検査
〇工事完了時の検査
〇基本設計方針検査 コウゾウ キョウド マタ ロウ カカ ケンサ シュヨウ タイアツ ブ ヨウセツ ブ カカ ケンサ コウジカンリョウジ ケンサ キホンセッケイホウシンケンサ

								使用済燃料乾式貯蔵容器 (タイプ2)								○
（1基） キ		○		○

						使用済燃料貯蔵用
容器の
密封性を監視
する装置 シヨウ ズ ネンリョウ チョゾウ ヨウ ヨウキ ミップウセイ カンシ ソウチ		使用済燃料乾式貯蔵容器蓋間圧力計		○
（4個） コ		○
（4個） コ		○
（4個） コ		○
（3個） コ		○

				基本設計方針に
記載の設備 キホンセッケイホウシン キサイ セツビ		貯蔵架台注３
基礎ボルト注３ チョゾウガダイ チュウ キソ				○
（4基分） キ ブン		○
（4基分） キ ブン		○
（4基分） キ ブン		○
（3基分） キ ブン		○

						使用済燃料乾式貯蔵建屋、
使用済燃料乾式貯蔵建屋天井クレーン、
使用済燃料乾式貯蔵容器搬送台車、
使用済燃料乾式貯蔵容器表面温度計、
使用済燃料乾式貯蔵建屋内雰囲気温度計  等				○								○

		原子炉冷却
系統施設 ゲンシロ レイキャク ケイトウ シセツ		基本設計方針に記載の設備
（間接支持構造物、誘導灯　等） キホンセッケイホウシン キサイ セツビ カンセツシジコウゾウブツ ユウドウトウ トウ						○								○		○		〇基本設計方針検査

				注1：発電所は「伊方発電所」、その他は「伊方発電所以外の場所」とする。 チュウ ハツデンショ イカタハツデンショ ホカ イカタハツデンショ イガイ バショ

				注2：その他、品質マネジメントシステムに係る検査を実施する。 チュウ ホカ ヒンシツ カカ ケンサ ジッシ

				注3:使用済燃料乾式貯蔵容器の支持部 チュウ シヨウズ ネンリョウカンシキチョゾウヨウキ シジブ
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３．使用前事業者検査の概要（２／３）

（１）使用前事業者検査（2/2）
（続き）

第一期
工　事

第二期
工　事

第三期
工　事

第四期
工　事

発電所 その他

原
子
炉
冷
却

系
統
施
設

○ ○ ○ 〇基本設計方針検査

生
体
遮
蔽

装
置

生 体 遮 蔽 装 置 補助遮蔽 ○ ○ ○

○ ○

火
災
区
域
構
造
物

及
び

火
災
区
画
構
造
物

－ 使用済燃料乾式貯蔵建屋 ○ ○

消
火
設
備

主 配 管

重油タンク周辺消火水供給
ライン分岐点（1,2,3号機共
用）～使用済燃料乾式貯蔵
建屋消火水供給ライン第一
分岐点（1,2,3号機共用）

○ ○

○ ○

注1：発電所は「伊方発電所」、その他は「伊方発電所以外の場所」とする。

注2：その他、品質マネジメントシステムに係る検査を実施する。

基本設計方針に記載の設備
（間接支持構造物、誘導灯　等）

放
射
線
管
理
施
設

〇構造、強度又は漏えい
   に係る検査
〇工事完了時の検査
〇基本設計方針検査基本設計方針に記載の設備

（放射線漏えい防止措置）

火
災
防
護
設
備

〇構造、強度又は漏えい
   に係る検査
〇工事完了時の検査
〇基本設計方針検査

基本設計方針に記載の設備
（火災感知設備　等）

施設区分／設備区分／機器区分 名称
検査実施時期 検査場所注1

検査の方法注2


Sheet1

		施設区分／設備区分／機器区分 シセツクブン セツビクブン キキクブン						名称 メイショウ		検査実施時期 ケンサ ジッシ ジキ								検査場所注1 ケンサバショ				検査の方法注2 ケンサ ホウホウ チュウ

										第一期
工　事 ダイイチ キ コウ コト		第二期
工　事 ダイ ニ キ コウ コト		第三期
工　事 ダイ サン キ コウ コト		第四期
工　事 ダイ ヨン キ コウ コト		発電所 ハツデンショ		その他 ホカ

		原子炉冷却
系統施設 ゲンシロ レイキャク ケイトウ シセツ		基本設計方針に記載の設備
（間接支持構造物、誘導灯　等） キホンセッケイホウシン キサイ セツビ カンセツシジコウゾウブツ ユウドウトウ トウ						○								○		○		〇基本設計方針検査

		放射線管理施設		生体遮蔽装置		生体遮蔽装置		補助遮蔽		○								○		○		〇構造、強度又は漏えい
   に係る検査
〇工事完了時の検査
〇基本設計方針検査

				基本設計方針に記載の設備
（放射線漏えい防止措置） キホンセッケイホウシン キサイ セツビ ホウシャセン ロウ ボウシ ソチ						○								○

		火災防護設備 カサイボウゴセツビ		火災区域構造物及び
火災区画構造物 カサイクイキコウゾウブツ オヨ カサイクカクコウゾウブツ		－		使用済燃料乾式貯蔵建屋 シヨウズ ネンリョウ カンシキチョゾウタテヤ		○								○				〇構造、強度又は漏えい
   に係る検査
〇工事完了時の検査
〇基本設計方針検査

				消火設備 ショウカセツビ		主配管 シュハイカン		重油タンク周辺消火水供給ライン分岐点（1,2,3号機共用）～使用済燃料乾式貯蔵建屋消火水供給ライン第一分岐点（1,2,3号機共用） ジュウユ シュウヘン ショウカ スイ キョウキュウ ブンキテン ゴウキ キョウヨウ シヨウ ズミ ネンリョウ カンシキ チョゾウ タテヤ ショウカ スイ キョウキュウ ダイイチ ブンキテン ゴウキ キョウヨウ		○								○

				基本設計方針に記載の設備
（火災感知設備　等） キホンセッケイホウシン キサイ セツビ カサイカンチ セツビ トウ						○								○

				注1：発電所は「伊方発電所」、その他は「伊方発電所以外の場所」とする。 チュウ ハツデンショ イカタハツデンショ ホカ イカタハツデンショ イガイ バショ

				注2：その他、品質マネジメントシステムに係る検査を実施する。 チュウ ホカ ヒンシツ カカ ケンサ ジッシ
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３．使用前事業者検査の概要（３／３）

（２）一部使用の適用
ａ．一部使用承認を必要とする理由

乾式キャスクは、金属製の頑丈な容器であり、使用済燃料の貯蔵に際して水や電気を使用せ
ず、空気の自然対流で冷却することが可能な安全性に優れた貯蔵方法であることから、使用済燃
料ピットに貯蔵されている使用済燃料を乾式キャスクに貯蔵することは、伊方発電所全体の安全
性向上に寄与するものである。

このため、各乾式キャスクの最終の使用前事業者検査が終了したものから順次使用を開始する
こととし、「実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則」第１７条第３号の規定に基づく一
部使用承認を受けられるように、同規則第１５条の規定に基づく使用前確認申請時に一部使用承
認に係る手続を行うこととしたい。

ｂ．一部使用の適用を受ける対象施設、使用の期間及び使用の方法

本工事は、第一期工事から第四期工事に分割して計画しており、第四期工事終了後、全ての工
事が完了し使用前確認証が交付されるため、一部使用の適用を受ける対象施設は、第一期工事か
ら第三期工事の範囲とする。

使用の期間については、各期工事の一部使用承認を受けてから、使用前確認証交付日までと
し、使用の方法については、原子炉施設保安規定に基づき使用する。


